
　

学
ぶ
生
徒
も
指
導
す
る
教
師
も
、
楽
し
み
な
が
ら
力

を
つ
け
て
い
く

│
。
そ
れ
が
教
師
に
な
っ
て
以
来
、

玉た
ま

谷や

純じ
ゅ
ん

基き

先
生
が
目
指
し
て
き
た
授
業
の
あ
り
方
だ
。

玉
谷
先
生
が
千
葉
県
立
柏は

く

陵り
ょ
う

高
校
に
赴
任
し
た
の
は
３

年
前
。
そ
れ
以
前
は
、
学
習
塾
の
英
語
講
師
を
３
年
間
、

高
校
の
非
常
勤
・
臨
時
任
用
の
講
師
を
１
年
半
務
め
た
。

千葉県立柏陵高校
◎校訓は「良知・人の心と命を大切に」。「自
らの人生を拓く『確かな学力』の育成」を重
点目標に掲げ、自己実現を図るキャリア教育
と開かれた学校づくりを推進。部活動も盛ん
で、フェンシング部は全国大会出場常連の強
豪。
◎設立　1978（昭和 53）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 360人
◎２０１8年度入試合格実績（現役のみ）
私立大は、獨協大、神田外語大、東洋大、日
本大、法政大、武蔵野大などに延べ123人が
合格。
◎URL

千葉県立柏
はく

陵
りょう

高校
玉谷純基　たまや・じゅんき　

教職歴２年。同校に赴任して３年目。
英語科担当。５年前、学習塾講師から高校教師となる。
本採用となった同校に赴任後、
本格的にアクティブ・ラーニングを実践。

ht tp: //s aas 01. n e tco mm o ns . n e t /
hakuryo/htdocs/

9:50 音読 授業
ハイライト

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
中
心
に

音
読
や
問
題
に
取
り
組
ま
せ
、

主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
態
度
を
養
う

毎回、授業の冒頭10分間は、副教材（約１００語のエッセー）
の音読を行う。本時の内容は「マーケティングについて」
だった。ＣＤで本文の音声を聴いた後、玉谷先生が重要単
語の発音を確認し、再度、本文をリスニング。続いて全員
が立ち、隣同士でペアを組んで本文を音読し、読み終えた
ペアから着席した。

●
２
年
生
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」
で
、
レ
ッ

ス
ン
７「
硫
黄
島
の
戦
い
」の
全
８
時
間
の
う
ち
の
６
時
間
目
。

本
文
の
パ
ー
ト
３
の
内
容
理
解
を
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
行
っ
た
後
、

パ
ー
ト
４
の
新
出
単
語
の
確
認
と
重
要
文
法
事
項
を
説
明
し

た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

英語

実践

生
徒
自
身
が
問
題
解
決
に
向
け
て

能
動
的
に
取
り
組
む
授
業
を
目
指
す

玉
谷
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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当
時
か
ら
意
識
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
が
楽
し
み
な
が

ら
英
語
を
学
べ
る
授
業
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

　
「
私
が
高
校
時
代
に
受
け
た
英
語
の
授
業
で
は
、
英

語
を
使
う
場
面
が
あ
ま
り
な
く
、
英
語
を
学
ぶ
理
由
を

見
い
だ
せ
ず
に
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

授
業
に
は
、
で
き
る
だ
け
英
語
を
書
い
た
り
話
し
た
り

す
る
活
動
を
取
り
入
れ
、
生
徒
が
『
英
語
を
使
い
た
い
』

『
英
語
を
も
っ
と
知
り
た
い
』
と
思
え
る
よ
う
な
授
業
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
玉
谷
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を

始
め
た
の
は
、
同
校
に
赴
任
し
て
か
ら
だ
。
教
務
部
主

催
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
校
内
研
修
会
や
千
葉

県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
英
語
部
会
で
他
校
の
実
践
事

例
に
触
れ
た
り
、
校
内
の
互
見
授
業
で
参
観
し
た
り
し

て
知
見
を
深
め
て
い
っ
た
。
英
語
科
に
限
ら
ず
、
他
教

科
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

玉
谷
先
生
が
授
業
づ
く
り
で
特
に
意
識
し
て
い
る
の

が
、
授
業
中
、
生
徒
全
員
が
顔
を
上
げ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、
主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
持
た
せ

る
こ
と
だ
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
成
績
中
位
層
が
中
心
で
、
中
学
校

ま
で
の
学
習
で
は
、
と
て
も
で
き
た
と
い
う
成
功
体
験

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
校
入
試
で
の
英
語

の
得
点
率
は
高
く
な
く
、
英
語
が
苦
手
と
い
う
生
徒
も

い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
や
れ

ば
で
き
る
と
い
っ
た
自
信
と
、
英
語
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
意
欲
を
高
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
毎

授
業
、
板
書
時
に
洋
楽
を
流
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

る
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
か
ら
で
す
。
生
徒
が
自
分
で

考
え
て
、
自
分
の
力
で
は
で
き
な
い
と
分
か
っ
た
ら
、

友
人
と
協
力
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く
。
生
徒
が
問

題
解
決
に
向
け
て
能
動
的
に
動
い
て
い
く
授
業
に
し
よ

う
と
、
指
導
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
は
、「
硫
黄
島
の
戦
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
単
元

で
、
全
４
パ
ー
ト
を
８
時
間
で
展
開
す
る
。

　

１
時
間
目
は
、
導
入
と
し
て
生
徒
に
背
景
知
識
を
与

え
る
た
め
、
映
像
資
料
を
視
聴
さ
せ
た
。「
硫
黄
島
の

戦
い
」
に
つ
い
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
描
い
た
２
本
の
映
画
を
、玉
谷
先
生
が
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
に
編
集
し
た
も
の
だ
。
日
米
両
方
の
立
場
か
ら

戦
い
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
読
む
テ
キ
ス
ト
へ
の

期
待
感
を
高
め
、
さ
ら
に
先
入
観
な
く
向
き
合
え
る
よ

う
に
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。
そ
の
後
は
、
テ
キ
ス
ト
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
単
語
の
意
味
、
内
容
理
解
、
文
法
に

つ
い
て
の
、
プ
リ
ン
ト
学
習
を
中
心
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　

プ
リ
ン
ト
学
習
は
、
基
本
的
に
ペ
ア
ま
た
は
個
人
で

行
う
。
玉
谷
先
生
は
、
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
と
い
う
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

英
語
が
苦
手
な
生
徒
は
自
分
の
考
え
を
な
か
な
か
言
い

出
せ
ず
、
英
語
が
得
意
な
生
徒
だ
け
が
学
習
を
進
め
て

い
く
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
ペ
ア
で
あ
れ
ば
、
相
手
が

10:10 10:00プリント学習② プリント学習①

自分で教科書を見ながらプリントに取り組む生徒もいれば、
「ここには“hard”が入るんじゃない？」などと、友人と話し
合いながら解く生徒もいた。玉谷先生は、解答の進み具合を
見ながら、「答えは１つとは限らないよ」「お父さんがパイロッ
トというところから考えて」などと、自分で解答できるよう
ヒントを出した。

座席を移動し、パート３のプリントに取り組んだ。プリントは、
教科書付属の教材を使用。表面は単語の確認、裏面は本文理解
のための穴埋めとTrue/False の問題だ。単語は前時に学習し
ており、本時は裏面の問題に取り組んだ。自分1人で考えても
よいし、隣同士で話し合って解答してもよいことにしている。
この間、玉谷先生は机間巡視をし、生徒からの質問に答えた。

導
入
時
に
本
文
に
関
し
た
映
像
を
見
せ
、

内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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１
人
な
の
で
自
分
も
発
言
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
本
校

の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
１
対
１
が
主
体
性
を
引
き
出
す

最
適
な
方
法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
単
元
の
最
後
の
授
業
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
感
想
に

関
す
る
英
作
文
を
課
す
計
画
だ
。

　
「
英
作
文
で
は
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
て
表
現
で

き
る
よ
う
、
結
論
↓
理
由
１
・
理
由
２
↓
結
論
と
い
う

英
語
の
定
型
文
を
指
導
し
て
か
ら
書
か
せ
る
予
定
で

す
。
本
文
の
内
容
を
自
分
の
中
に
ど
の
よ
う
に
落
と
し

込
ん
だ
の
か
、
そ
れ
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
て
い
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
生
徒
が
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
両
方
の
視
点
か
ら
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｉ
が
テ
ー
マ
の
次
の
単
元
で
は
、グ
ル
ー
プ
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
だ
。Ａ
Ｉ
に
仕
事

が
奪
わ
れ
る
社
会
の
到
来
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
、

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
議
論
し
、
発
表
さ
せ
る
と
い
う
内
容
だ
。

　

ペ
ア
ワ
ー
ク
で
は
、
英
語
力
が
ほ
ぼ
同
じ
生
徒
同
士

で
ペ
ア
を
組
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
英
語
力
に
差
が
あ
る
と
、
英
語
が
苦
手
な
生
徒
は

得
意
な
生
徒
に
頼
っ
て
し
ま
い
、
相
手
の
答
え
を
書
き

写
す
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。『
自
分
は
で
き
な

い
』
を
頼
る
理
由
に
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
同
じ
英
語

力
の
レ
ベ
ル
の
生
徒
同
士
で
課
題
に
取
り
組
む
の
が
ベ

ス
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
で
、
生
徒
の
座
席
は
、
直
近
の
定
期
考
査
の
得

点
を
基
に
、
最
前
列
が
最
上
位
、
次
列
が
最
下
位
、
３

列
目
が
２
番
手
、
４
列
目
以
降
は
ラ
ン
ダ
ム
と
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
、
定
期
考
査
ご
と
に
替
え
て
い
る
。
座
席

の
移
動
は
、
冒
頭
10
分
間
で
行
う
副
教
材
の
音
読
終
了

後
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
英
語
が
苦
手
な
生
徒
同
士
で
ペ
ア
を
組
み
ま
す
が
、

答
え
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
座
席
の
前
後
に
い
る
英

語
が
得
意
な
生
徒
に
質
問
す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
績
上
位
層
の
ペ
ア
で
は
、『
な
ぜ
、
そ
の
答
え

に
な
る
の
か
』
と
い
っ
た
理
由
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論

に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
英
語
力
が
同
レ
ベ
ル

の
生
徒
同
士
で
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

生
徒
た
ち
は
得
点
順
に
座
る
こ
と
を
嫌
が
ら
ず
、
む

し
ろ
「
次
の
定
期
考
査
で
は
２
列
目
か
ら
抜
け
出
し
た

い
」
と
、
意
欲
を
高
め
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

　

玉
谷
先
生
が
１
年
次
か
ら
担
当
し
て
い
る
現
２
年
生

は
、
他
学
年
に
比
べ
て
英
語
に
対
す
る
意
識
が
高
い
生

徒
が
多
い
。
そ
し
て
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
に
挑

戦
す
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、
ス
コ
ア
な
ど
の
結
果
も

例
年
よ
り
高
い
。
外
国
語
学
部
を
志
望
す
る
生
徒
が
現

10:28

パート３が終わると、パート４のプリントを配布。表面にあ
る単語を確認し、答え合わせをした。続いて、パート４で学
ぶ完了形の分詞構文について、玉谷先生が解説。残り時間で
プリントの裏面の内容理解に取り組んだ。玉谷先生が板書を
している間は洋楽が流れ、リラックスした雰囲気で授業が終
了した。

10:17

すべての生徒が問題を解き終えたことを確認してから、答え
合わせを行った。１問ずつ、生徒を指名したが、答えを言い
よどんだ場合は、「日本兵は何を作る必要があった？」「上官
は兵隊に何を推奨した？」などのヒントを与え、自力で答え
られるようにした。最後に、パート３の本文の音声をＣＤで
リスニングした後、全員が起立し、ペアで本文の音読を行った。

文法のまとめ プリントの答え合わせ

一
人
ひ
と
り
が
力
を
出
せ
る
よ
う

英
語
力
が
同
じ
生
徒
同
士
で
ペ
ア
を
組
む

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
に

自
ら
挑
戦
す
る
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題
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時
点
で
20
人
ほ
ど
い
る
の
も
、例
年
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
傾
向
だ
と
い
う
。

　

今
後
は
、
英
語
学
習
に
意
欲
的
な
生
徒
を
対
象
に
個

別
補
習
を
実
施
し
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け

た
指
導
を
強
化
し
た
い
と
、
玉
谷
先
生
は
語
る
。

　
「
大
学
で
の
英
語
の
授
業
は
、
英
語
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
英
作
文
な
ど
が
中
心
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
授
業
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
３

年
次
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
実
践
的
な
授
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

秋
山
芽め

吹ぶ
き

さ
ん
　
ペ
ア
で
音
読
し
た
り

問
題
を
考
え
た
り
す
る
と
、
自
分
と
は

違
う
読
み
方
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
単
元
で
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
映
画
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
見
て
い
た
の
で
、
本
文
を
読
ん
で
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
よ
り
深
く
入
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。渡

辺
隼は

や

人と

さ
ん
　
玉
谷
先
生
の
授
業
は
、

先
生
の
説
明
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
ペ

ア
で
話
し
合
う
時
間
が
あ
っ
た
り
、
長

い
板
書
の
時
も
音
楽
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
ま
す
。
英
語
は
必
ず
将
来
必
要
と
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験

に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】英語・ コミュニケーション英語Ⅱ　【分野・単元】Lesson7　【テーマ・作品】「硫黄島の戦い」
【設定時数】全８時間の中の６時間目　【単元目標】 硫黄島の戦いについて、日本とアメリカの両方の立場から考える。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
Lesson７
導入

•背景知識を深める。
【知識】

①映像資料による単元の導
入

【主体的な学び】
• 映像における、描写の違いから、登場

人物の心境の違いなどを感じ取らせる。

2
Lesson７
Part１

• 仲間と協力して問題を
解決できる。

　【協働性】
※２、３、４、５、７時間目

も同様。

①新出単語の導入
②重要文法事項の指導
③問題演習　　

【主体的な学び】
•単語の意味を理解し、声に出して読める

ようになる。
• 問題を通して、「なぜ、その答えになるの

か」を考えさせる。
【対話的な学び】
• ペアで協力して活動できているか。

【深い学び】
• 知識を深めた上で、各パートの要旨をま

とめられるよう促す。
※２、３、４、５、７時間目も同様。

•単語の穴埋
め

3
Lesson７
Part１＆２

①解答チェック
②ペアでの音読活動
③新出単語の導入
④重要文法事項の指導

• ペアでの音
読活動

•単語の穴埋
め

4
Lesson７
Part２

①問題演習
②解答チェック
③ペアでの音読活動

• ペアでの音
読活動

５
Lesson７
Part３

①新出単語の導入
②重要文法事項の指導
③問題演習　

•単語の穴埋
め

6
Lesson７
Part３＆４

①解答チェック
②ペアでの音読活動
③新出単語の導入
④重要文法事項の指導

• ペアでの音
読活動

•単語の穴埋
め

7
Lesson７
Part４

①問題演習
②解答チェック
③ペアでの音読活動

• ペアでの音
読活動

8
Lesson７
まとめ

•自分の考えを表現でき
る。

　【表現力】

① Story Reproduction
②音読リレー
③ Opinion Writing　

【主体的な学び】
• 学んだことを踏まえて、自分の意見を記

述するように指示をする。
• 英作文

＊玉谷先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声
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